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神戸市立桶池小学校では他校（六甲アイランド小学校）を借用し、授業を行った

解説

被災地では、多くの学校が地域の人々の避難

所となったことから、渡災以後、学校と避難所

との典ｲfを図りながら、教職典はじめ学校関係

者の教育機能の正常化に向けた努力が砿ねられ

てきた。空き地や近くの公園を利用しての青空

教室、一般企業の会談寵や他校の校舎を使用し

ての間備り授業、午前・午後の2部授業、短縮授

業など、あらゆる知恵と工夫を凝らした試みが

なされた。被災荷にあってもｆどもたちに教串

やグラウンドを－１１も!i１．く返したいという思いと

現実に立ち塞がる州昌活の亜さの狭間で揺れなが

らの苦しい選択を迫られたことであろう。しか

し、学校と被災肴との間に培われた強い儒頼関

係を支えとして、避難所との共存を目指す模索

の|I々 が紬いた。

県立高校が、巣立ちの存を迎えた２月２４日、

あとに多くの課題を残しながらも被災地の学校

がこぞって授業再開にこぎつけたのであった。

この間の、学校の足どりを協力校の取組から

巡ってみた。
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国被災地域の公立学校の授業への影響等
全校での授業再開日

県立学校２月１０日

市町立学校２月24日

（神戸市2/24、西宮市2/20、芦屋市2/22、尼崎市・宝塚市・伊丹市・川西市2/4）

備考１/１８，１/20の休校数は幼稚園を含まず。空欄部分は未集計。

因神戸・阪神地区の震災後２０日目（２月６日）の学校再開状況
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全学校数 平常 短縮授業等変則的授業休校

短縮２部他校合計
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(注）

1．「短縮等変則的授業」棚の授業形態は次による。

．「短縮」…自校のみで授業再開し、短縮授業を実施。
．「２部」…自校で2部制の短縮授業を実施。

．「他校」…「他校・他施設を借りて」又は「自校と他校で分散授業により
（分校方式)｣、短縮授業を実施。

２神戸市の「休校」中の学校はすべて何らかの教育活動を実施

3.このほか、県立高校について、３校が休校しており、７校で短縮授業、２校で

２部制の短縮授業を実施県立盲・聾・養誰学校についても、３校で短縮授業、

２校で分校方式による短縮授業を実施。
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授業への影響の内容

休校数自校で午前中自校で2部自校と他校他校のみ合計
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■授業への影響に関

する代替措置・工夫
等

回教育課程上の工夫

(ex､単元の入れ替え）

８９校（小学校57校、111学校25校、尚校５校、

盲・鯉・礎池学校２校）

回普通教室での対応

(ex､特別教索が使えない場合体育の代わりに保健を実施）

４５校（小学校35校、’'１学校8校、，葡校１校、行・叫・進識学校１校）

回体育について近隣の代替施設（公園、他校、他施設等）で対応

２４校（幼稚園1校、小学校２校、’'1学校16校、尚校４校、肯・リビ・養磯学校１校）

図体育館で行うべき授業についてグラウンドで対応

２２校（小学校11校、’'１学校5校、尚校5校、吉・蝋・徒謹学校１校）

回体育について校内の狭い場所で工夫して対応３１校（小学校23校、Ili学校8校）

授業への彩響に関す

る代替措般・工夫とし

ては、主として右のよ

うな方法が講じられた。

α授業への影響
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授業への影群については、体育館、グラウンド、

絡技場が避雌場所となっているため､体育の授業

への影群があるとする学校が最も多く、９０校（小

学校53校、’'１学校27校、高校８校、吉・韓・従繊

学校２校）に影禅が出ている。

その他、特別教室を避難場所としているため、

ﾉk活科12校（小学校12校)、家庭科２校（小学校２

校）などの教科において授業への影禅が出ている。

画新学期開始時の被災者避難状況

授業再開に向けて
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高等学校
１９授

被災地の学校へは全国から 淫 か い 励 ま し が 届 い た
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